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透明フッ素樹脂 CYTOP（AGC株式会社）[1] は水とほぼ等しい屈折率を有しており、屈折率整

合による光学的優位性を活かした高解像度観察用バイオチップ材料として注目されている。本研

究ではこれまでに、2光子光造形法とモールド技術を組み合わせた CYTOPの 3次元加工技術を開

発し、培養液とバイオチップの母材の屈折率整合により、像の歪みを抑制した環境下でマイクロ

流路内を通過する単一がん細胞の高解像度観察が可能であることを報告した [2]。CYTOPバイオ

チップのさらなる高機能化として、送液が可能な循環機能をバイオチップ外部に付与することが

考えられるが、そのためには流路長を十分確保した大面積 CYTOP バイオチップの作製が必要と

なる。しかし従来の方法では、マイクロ流路の長さが長くなってくると、マイクロ流路となる SU8

がブリッジ構造のため、SU8 の現像時やモールド加工時に収縮の影響を受け、３次元構造の維持

が困難であった。そこで本研究では、CYTOP の貼り合わせ技術を併用することにより、大面積

CYTOPバイオチップの作製を可能にする新しい作製方法を開発した。 

図１に、新たな CYTOPバイオチップの作製方法を示す。この作製方法では、フェムト秒レーザ

ー（波長：515 nm、パルス幅：258 fs、繰り返し周波数：1 MHz）とガルバノスキャナーを用いた

2光子光造形法により、感光性樹脂 SU8の 3次元構造をガラス基板上に作製した。従来の手法と

異なるのは、マイクロ流路となる部分をブリッジ構造ではなくガラス基板の直上に作製した点で

ある。この 3 次元構造を鋳型として液状の CYTOP でモールド加工を行い、ガラス基板から剥離

後に薬液処理を施すことにより、CYTOPにオープンマイクロチャネルが形成される。モールド加

工で得られた CYTOPマイクロ流体チップに、真空中での熱処理により別に用意した CYTOPシー

トと張り合わせることによって、埋め込

み型の 3 次元マイクロ流路を有する

CYTOPバイオチップを作製した。張り合

わせによって作製された CYTOP バイオ

チップは従来の手法[2]と同等の加工分解

能を有しており、張り合わせによる液漏

れも確認されなかった。また、外部ポート

を接続するために十分な 5 mm のリザー

バー間距離を確保している。今後、大面積

CYTOP バイオチップを用いた循環型観

察システムへの応用が期待される。 
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Fig.1 Fabrication process of 

Large-scale CYTOP biochip  
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